
発達障害とは？種類・症状・進路・

発達支援の重要性について 

はじめに 

発達障害という言葉は、最近では多くの場

面で耳にするようになりましたが、実際にそ

の内容や支援の重要性について詳しく知る機

会は少ないかもしれません。 

この記事では、発達障害の種類や具体的な

症状、進路の課題、そして発達支援の重要性

について、具体例を交えながら分かりやすく

ご紹介します。 

 

発達障害の主な種類 

発達障害は大きく以下の 3 つに分類されます。 

• ・自閉症スペクトラム障害（ASD） 

• ・注意欠如・多動性障害（ADHD） 

• ・学習障害（LD） 

その他にもチック症や吃音（きつおん）など、様々な発達上の特性があります。 

 

具体的な症状の例 

● ASD の例：集団行動が苦手で、友達との会話に入れない、急な予定変更に強

いストレスを感じる。 

● ADHD の例：授業中にじっとしていられない、忘れ物が多い、集中が続かな

い。 

● LD の例：文字を読んだり書いたりするのが極端に苦手、計算が困難。 

 



子どもによって現れる特性はさまざまで、複数の障害が重なって見られるこ 

ともあります。 

 

 

 
 

進路の選択と課題 

発達障害のある子どもたちは、小学校・中学校・高校と進学する中で、学習面

や人間関係において困難を感じることがあります。特に進学・就職に際しては、

周囲の理解や環境調整が不可欠です。 

例として、特別支援学校への進学や、一般就労に向けた就労支援施設の利用が

あります。 

 

発達支援の重要性 

早期の気づきと支援は、子どもの可能性

を大きく広げます。家庭・学校・地域が連

携し、適切なサポート体制を整えること

で、自己肯定感を高め、社会的な自立にも

つながります。行政書士や福祉専門職も、

支援計画の作成や制度利用のアドバイスに

関わることができます。 

 

 

まとめ 

発達障害は誰にでも関係する可能性がある身近なテーマです。子どもたちの特

性を理解し、適切な支援を行うことは、個性を尊重した社会の実現に向けた第一

歩です。 
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